
飛鳥資料館の運営

示第一展示室

第二展示室

( 5 ) 1 9 8 3 年1 0 月1 5 日石神遺跡発掘調査

清水真一

( 6 ) 1 983年11月12日藤原宮跡第37次発掘調査

（西面中門）菅原正明

( 7 ) 1 9 8 3年1 2月2 4日平城宮跡第1 5 3次発掘調査

（第二次大極殿東回廊地区）松井章

( 8 ) 1 9 8 4年１月２６．２７日称徳天皇山荘伝承地発

掘調査現地見学会

( 9 ) 1 9 8 4年３月2 4日平城宮跡第1 5 4次発掘調査

（内製東方官荷地区）松村恵司

平城宮跡資料館・覆屋公開

( 1 ) 春季特別公開198 3年４ﾉ j 2 3日～５凡５１１

見学者1 4 , 2 4 5 名

秋季特別公開1983年10月22日～11月６１１

見学者18, 925ｆｉ

( 2 ) 見学者数

Ｉ事業概要

１研究普及事業

公開講演会

( 1 ) 1 9 8 3年５月21日第53回公開講演会

「７世紀における同値軒瓦について」

山崎信二

「高句麗の都城」千川剛道

( 2 ) 1 983年11月19日第54回公開講演会

「飛鳥の氏寺一山、寺を中心に－」

岩本正二

「古代庭園の植栽について」商瀬要一

現地説明会

( 1 ) 1 9 8 3年６月1 8日平城宮跡第1 4 9次発掘調査

（平城京右京八条一坊十一坪）巽淳一郎

( 2 ) 1 9 8 3年７月２日平城宮跡第1 5 0次発掘調査

（第一次朝集殿推定地）深沢芳樹

( 3 ) 1 9 8 3年７月1 6日山川寺跡東回廊発掘調査現

地見学会

( 4 ) 1 9 8 3年９月1 0日平城宮跡第1 5 2次発掘調査

（第二次大極殿閤門・回廊地区）内田昭人

（1983. 4. 22～1983. 5. 29）

特別展示「飛鳥の水時計」

（1983. 10. 5～1983. 11. 23）

常設展示

特別展示「渡来人の寺」

資料館は1 9 7 0 年度，秘屋は1 9 6 8 年度以降の累計

2 1 9 8 3 年文部省科学研究費補助金による研究

Ｈ６

３

展

奈良国立文化財研究所要項

〃

区分

1983年

累計

淡料館

65, 322

573, 620

溌陰

46, 515

927, 129

計

111, 837

1, 500, 749

種別

一般研究Ｂ

〃

〃

〃

〃

一般Ｗｆ究ｃ

〃

〃

奨励研ツビＡ

〃

〃

試験研究（１）

研究成果刊行費

（データ・ベース）

計

研究課題

先史時代の漆製品に関する韮礎的研究

古代埋蔵建築適材の復原的研究

古代における水産物の生産と使途に関する研究

古代武具の研究

中世近世における建造物修理の技法に関する研究

墨書土器による律令機機末端組織の復原的研究

古墳及び奈良･ 平安時代における土器製作技術の復原的研究

撫総禦鴛W繍聴鞭戦織誌て－

古代末・中世における焼塩壷の研究

弥生時代前期における木葉紋と流水紋の検討

日本庭園における眺望行為の類型について

埋蔵文化財データ・ベースの開発研究

航空写真I f j 報

14件

研究代表者

工楽善通

宮本長二郎

狩野久

猪熊兼勝

岡Ｈ１英男

森郁夫

西弘海

山中敏史

岩永省三

岩本正三

深灘芳樹

木中爽

坪井清足

坪井満足

交付額

1 , 200千円
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普及

前年同様インフォメーションルームで観覧稀の

質問に応じている。また特別展示のカタログとし

て「渡来人の寺」及び「飛鳥の水時‘ 汁」を刊行し

た。

入館者数（１９８３．４．１～1984 . 3 . 31開館i I 数315日）

普通観覧 剛体観覚

一般 46, 244 29, 863

価・大 15, 483 30, 111

小・中 16, 180 66, 463

計 77, 907 126, 437

模造製作

古法華（兵k I i 蝶加西I l j ）

右料 無料 合削

204, 344 10, 595 214, 939

４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修埋蔵文化財の保謹に盗することを目的

として主に地方公共N1体の埋蔵文化ｌｌ保衡j 政１１１

> 1 1 荷を対象に次の研修を実施した。

( 1 ) 昭和5 8年度埋戯文化財発掘技術荷嘩！卿11 1研修

（集落遺跡洲査課程）

1983年５ﾉj l l l I ～５ﾉj 24I I （参加荷26釦

( 2 ) 昭和5 8 年度埋蔵文化財発掘技術荷等特別研修

（特殊, 淵盃技術課程）

1983年６ﾉj l 7H～６ﾉj 221- I （参加荷27f ﾉi ）

( 3 ) 昭和5 8 年度埋蔵文化財発伽技術箭悌一般研修

奈良係| 立文化財研究所要項

（一般課程）

1983年７ﾉ12511～８〃2711（参加荷23急）

( 4 ) 昭‘ 剛5 8年度埋蔵文化財発掘技術背呼専l I I j 研修

（遺跡測並課程）

1983年９ﾉj l 6I I ～10ﾉ１５「Ｉ（参加荷16; f ' i ）

( 5 ) 昭和5 8 年度埋戯文化財発掘技術荷等専I i 1 研修

（遺跡保存整備課程）

1983年10ﾉj l 311～10ﾉj 2711（参加片28名）

( 6 ) 昭和5 8 年度埋ﾙ 蝋文化財発掘技術併呼特別研修

（埋蔵文化財堆礎課程）

1983年11 j j 4 I 1～11ﾉｊ９ｉＩ（参加網2幻

( 7 ) 昭和5 8 年度埋蔵文化財発伽技術荷蝶専l Mj 研修

（保存科' ＷＩｆ礎課程）

1983年11月1611～11ﾉ j 301i （参加荷16名）

( 8 ) 昭和5 8年度理I |髄文化財光ｊＩＩ技術行蝶岬l j 研修

（' ' 1近世遺跡洲在課程）

1983年12ﾉｊ６ＩＩ～１２ﾉj l 6I I （参加荷30f ' i ）

( 9 ) 昭和5 8 年度埋峨文化財発掘技術行等刺I i j 研修

（環境券古課腿）

1984年１ノj l 811～２ﾉｊ３Ｉ１（参j i I 行19f ' i ）

( １０１１脈1 5 8年度埋蔵文化財発棚１１技術荷嘩専門研修

（保存科学応川裸挺）

1984年２ﾉj l 61- I ～２ﾉj 23I j （参加荷19幻

( 1 1）昭和5 8年度埋蔵文化財発掘技術街標専l I I j 研修

（発掘I 淵盃関述技術課程）

1984年３ﾉｊ８Ｉｉ～３ﾉj 221. 1（参加荷17名）

( 1 2 ）研修貝受入れ（一堂表）

氏稲所 腹 唖入れ期間受入れ室 研修指導内群

198319器7菟9遺物処理研光室
鉄製, Y , 保存処理技術

1 9 8 3 . 2 . 1 4～

１９８３２２６同上

鉄製I HI 木製I Y I の保存処理

保坂服

ｌｌＩＩＩＩ成

岩淵一

初山孝

木村

1 1 1 熊浦

大橋泰

巾野正

工藤利

割; 謡隠蝋韮”

訂岬卿#"…

#|( I……, ‐

1 9 8 3 . 2 . 2 3 同上 木製ｉｆ, 金屈製I Y 1 の保作処理

中西! Ｅ典認: 襟織僻蝋隷

１' ’ １１１晩

〃藤正文

スーザンチアス

ウンツァング

金柄虎

I ‘ i l 上( 上野市立栄股! |･ ' ' 学校牧諭）

同上（・志町立一志中学佼教諭）

米デラウェア大学ウィソトア博

物館保存科学学校イソターン

韓脚文化財管理局文化財研究所

保存科学研究室化工技士

1 ９８３３８歴史研究楽

1983i 侭O函, 遺物処理研究篭

１９８３．７．１～

198349幾8呼4平城宮跡発捌調在部

１９８３．９－３０

１９８３．８．１～飛鳥藤原宮跡発棚洲ｊＩｊｉ

1983. 10. 30部

1983i 9船５３０同

1983i ふ9931遺物処理研究室

１９８３．８．１～

１９８３．９．２７同１２

I？

水師の処理ﾉ ﾉ 法

世牌進物の保存と総理ﾉ ﾉ 法

発掘調在技術

同上

同１名

保存科学災調

剛士木材・遺椛の保仔処珊

’

6７



奈良国立文化財研究所年報１９８４

6８

1 9 8 3 . 1 0 . 3 ～

1983 . 10 . 29

1 9 8 3 . 1 0 . 6

1983. 10. 17～

1983. 12. 24

1 9 8 3 , 1 1 . 9～

1 9 8 3 . 1 1 . 1 8

平城宮出土瓦について

祭

松

岩

奈

涌

木

中

火

阿

高

茂

大

鳳『I キ中岡１１１束大学歴史学部助教授

本敏零獅了内海歴史民俗費料館職員橋

良美穂奈良市埋文センター技師

坂間一羅臼町教委学芸員

村等

野正人（財) 栃木県文化振興J 1 藻間職員

橋蕊夫

生尚燃費県埋文ｾ ﾝ ﾀ ｰ主任聯

橋T l 畠義岩手県立博物館賛料管理係焚

' ' ’ 護蕊ﾙ1総合博物館埋文ｾﾝﾀｰ

石佳弘焼津市埋文調査蕊務所調脊員

集落遺跡研究室

遺物処理研究室

同上

過物処理研究室

､ I え城宮跡発掘調査部

平城富跡発掘調査部

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

埋文センター教務室

↑, ｌｉ報蛮料室

平城宮跡発掘調査部

発掘調査法

遺物保存処理

同ｌ言

岩化木製齢の保存処理

５その他

委員会等

第1 0 回飛鳥盗料館述営協議会

1 9 8 3 年５月2 3 日於飛崎資料館

平城・飛鳥藤原宮跡調査整備指導委員会

1 9 8 3 年６月1 0 口・１１日於平城宮跡資料館識堂

条里制研究会（第３回）

1 9 8 4 年１〃2 4 口・２５日於平城宮跡盗料館識堂

外国出張

町I I I 章文部省在外研究員として華南地方に

おける新石器時代遺跡の研究のため中華人民共和

111へ出張

1 9 8 3 年４月８日～同年４月2 7 日

伊東太作文部省在外研究員として写其測瞳の

文化財への応用研究のためオランダ，連合王国，

フランス，シンガポール，ベルギーへ出張

1 ９８４２．２４

建築遺柵による上部椛造

の特定・山田寺回廊部材

盗料管理システムについて

埋蔵文化財の整理収蔵にと

もなう情報処理について

殺跡讃物の掌典搬影

1 9 8 4 . 3 . 1

1 9 8 4 . 3 . 1 5

1 9 8 4 . 3 . 2 2

1 9 8 4．３．２５～

１９８４－３．２９

発掘調査・整備・探査指導

（北海道）松法川北岸遺跡，（青森県）垂柳遺

跡，（岩手県）毛越寺庭園，志波城跡，（宮城県）

陸奥国分寺跡，（秋田県）払田柵跡，（福島県）怨

日寺跡地内徳一廟塔，関和久上町遺跡，（茨城県）

七反田遺跡，神野向遺跡，虎塚古噴，奨町遺跡，

（栃木県）下野薬師寺跡，下野国府跡，聖山公園

遺跡，（群馬県）三ツ寺Ｉ遺跡，上野耐分寺跡，

鳥羽遺跡，宇通遺跡，（東京都）前田耕地遺跡，

（神奈川県）小1 1 1原城跡城米曲輪，（新潟県）横滝

山遺跡，（富山県）じようべのま遺跡，流通業務

団地2 1 遺跡，（禰川県）真脇遺跡，（福井県）朝倉

氏遺跡，（山梨県）寺本廃寺跡，（長野県）森将飯

塚古峻，松本城二の丸庭悶，‘ 信挫国府跡，中島Ｂ

遺跡，（静岡県）横須賀城跡，柏容横穴群，（愛知

県）吉胡貝塚，尾張国府跡，勝川廃寺遺跡，（三

重県）草山遺跡，（滋賀県）西浜遺跡，石山貝塚，

彦根城跡，（京都府）期冠井遺跡，丹波国分寺跡，

物集女車塚古峻，太鼓山窯跡，鯉ケ坂瓦窯跡，千

代川・桑寺遺跡，松花堂跡慈照寺庭園，（大阪府）

大塚古竣，難波宮跡，海会寺遺跡，（兵庫県）巾

山荘１号壇，辻井遺跡，三ツ塚廃寺跡，丹波国大

山荘，赤穂城本丸跡，山垣遺跡，篠山城二の丸跡，

処女塚古峻，広渡廃寺跡，箕谷二号戦，（奈良県）

飛鳥水落遺跡，新沢千塚古墳，（和歌山県）岩橋

千塚古墳，箱呑古墳群，尾ノ崎遺跡，田屋遺跡，

上野廃寺跡，（鳥取県）凶幡国庁跡，（鳥根県）火

念寺古墳，山代郷胆倉跡，朝口たたら跡，高畑遺

跡，石見銀山遺跡，岡田山古墳，（岡山県）旭川

放水路第１微高地，美和山古竣，中宮１号職，

（広脇県）草戸千軒町遺跡，（山口県）大内遺跡，

須縁佐唐津窯跡，’ ' １ノ浜遺跡，長門深川古窯跡，延

行条里遺跡，（香川県）讃岐脚分寺跡’ （愛媛県）

伊予脚府跡，（福岡県）大宰府跡’ 愛宕遺跡菜園

場窯跡，鋤先前方後円墳’ 城内遺跡’ 珍敷塚古城，

牛頚古窯跡群，金隈遺跡’ （佐賀県）丸山古戦，

（大分県）伊藤１M地区古代窯跡，（宮崎県）土器

田横穴，宮崎学園部市遺跡’ 西都原古戦群’ （鹿

児島県）薩摩国分寺跡，王子遺跡’ 橋牟礼川遺物

包蔵地，（沖縄県）トウグル浜遺跡，今帰仁城

埋蔵文化財ニュース刊行

第4 1 号陶硯関係文献目録

第4 2 号埋蔵文化財関係報告智一覧

第4 3 号手持カメラによる写真測量、

第4 4 号行政データ● 埋蔵文化財関係記覗一壁

鮒4 5 号遺構の保存科学

第4 6 号金偶製遺物の接着．補填材料



1983年10月1511～同年１２月111ｌ

岡川英男古代寺院発掘I 淵査と建造物保存修理

に関する技術交換のため大幹民I K l へ出張

1 9 8 3年1 1月７，～同年11 ﾉ j l 4 p

協力事業等

文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の個

有化を進めており，1 9 7 2 年度から当研究所が文化

庁から支出委任を受けて買収J # 務を拠当している

が，1 9 8 3 年度の状況は下記の通り。

区 分 ’ 而戟 金額

1 9 8 3 年度1 4 , 1 7 0 , 2 2 , 2 3 3 0 , 2 4 9 , 5 8 7 1 1 ］

叫有地合計2 7 0 , 7 8 1 , 0 2 １５‘ 5 9 8 , 0 8 5 , 1 9 7

Ⅱ図書及び資料

図11￥72, 718冊

稲別 l 聯人

和漢，Ｉド

１１・

洋 ‘ 『

和漢，Ｉｆ

洋，1 ド

1, 576

2 6 0

34 , 9 61

4 , 122

寄伽

3, 988

5８

写真2 5 9 , 1 4 3 点（1 9 8 3 年度末現在）

Ⅲ研究成果刊行物

1 1 9 8 3 年度刊行物

各 称

史料鋪2 6 1 1 1 ｝束大寺文【1 1 : １１録第６巻

脹準奮料穂９冊瓦綱９

計

5, 564

3 1 8

図録第1 0 1 1 ｝渡米人の寺一愉隈J f と坂１１畔一

第1 1 冊飛鳥の水時‘ 汁

麓1 2 冊小建築の世界一j l r 〔輪から瓦塔まで

報告盤等条里制の諸問題Ⅱ

飛鳥笠料館窒内（再版）

､ １２城宮' １１土軒瓦型式一覧（補遺篇）

昭和5 7 年哩平城寓跡発掘洲炎概報

: ､ | と城窟発掘I 洲在出土水nW概報1６

讃跡幣附盗料Ⅲ

､ F 城京右京八条一坊十・坪発掘洲企報僑

､ ド城京左求一二条二坊にそ坪の発掘洲査

､ １２城戚左京i J L I 条二坊･ 一坪発掘凋侮報告

飛恥・) 雌原寓発掘洲在概報1 ３

藤原宮川- ｋ木簡６

奈良脈| 立文化1 M･ 研究所要項

２前年度までの刊行物

奈良倒立文化財研究所学淵

年度

1 9 5 4

1955

1956

1957

1 9 5 8

1９５９

１９６０

19 6 1

1 9 6 2

１９６月

1９６５

1967

1969

1971

1973

1 9 7 4

1脚WW5

1 9 7 6

1 9 7 7

1978

1 9 7 9

1 9 8 0

1 9 8 1

塙称

第１冊仏師巡慶の研究

第２冊修学院離宮の復原的研究

第３１１１１文化史論叢

第４冊奈良時代僧房の研究

第５冊飛偽寺発捌調森報｛I 『

第6111｝ｒ１１世庭l 刺文化史

第7111｝，{ 陥群食堆発掘調企報｛' ｆ

第８冊文化史論雌Ⅱ

第９冊川原寺発掘調査報僑

第1 0 冊平城宮跡・伝飛鳥板擬寓跡発掘訓在報

八ｚ

ｒ１

第1 1 1 1 1院家雌築の研究

第1 2 冊巧匠安阿弥陀仏快慶

鋪1 3 冊潅殿造系庭園の立地的孝察

第1 4 冊レースと金旭舎利勝に関する研究

第15冊、I と城寓発棚調査報併Ⅱ′ ( ‘ 1．術地域の調

在

第1 6ＩｌＩｌ、１２城桝発掘調査報告Ⅲ内災地域の洲

ｆｆ

第1 7 1 1 1 ｝平城奮発伽調在報〈ｌｉＩＶ官術地域の調

在

第1 8 冊小堀遠州の作聯

第1 9 冊藤原氏の氏寺とその院家

第2 0 冊塙物製の成立

第2 1 冊研究肺集’

第2 2 冊研究術災Ⅱ

第2 3 1 1 1 1平城寓発掘調在報告Ⅳ、ド城〃〔唯京一

条三坊の調在

第2411｝糊１１１－町並調査報併一

節2511｝、ド城京/ ､ ﾐ京三条宝坊

第2 6 冊平城磯発捌調査報｛ｌｆⅦ

第27冊飛’ 偽・藤原宮発掘洲在鞭｛ＩｆＩ

節2 8 冊研究‘ 愉集Ⅲ

第2 9冊木' 凶奈良井一町並調ｲ 湖瀞『－

第3 0 冊遮条一町並調在の記録一

第3 1冊飛〔! j ・藤原宮発掘調在報僑Ⅱ

第3211M研究I 諭集Ⅳ

第3 3 冊イタリア中部の・1 1 1 冊災落における氏

家洲代報杵

第34冊、ド城寓発掘調企報〈i f Ⅸ

第3 5 冊研究諭災Ｖ

節3 6 1 1Ｉ平城寓維附調査綴告’

第3 7 1 1 M飛, 鳥・藤原宮発掘洲奄縦併Ⅲ

第3 8 1 1 1研究諭集Ⅵ

第39 1 1 1｝平城寓発掘調査報併Ｘ

第40冊、ド城宮発掘調査綴f ｌｆＸＩ

H９



年度

1973

1974

1975

1 9 7 6

1 Ｖ定員

名

一

榊

榊

鞭

坤

軸

榊

痢

榊

称

奈良隅立文化財研究所基準資料

1 , 6 8 6

度

弘

弱

錦

鯉

妬

師

的

和

弘

年

９

９

９

９

９

９

９

９

９

名称

第１冊南無阿弥陀仏作善集（複製）

第２冊西大寺叡尊伝記集成

第３冊仁和寺史料寺誌編１

第４冊俊乗坊薫源史料集成

第５冊平城宮木簡１図版

第６冊仁和寺史料寺誌編２

第５冊平城宮木簡１解説（別冊）

第７冊唐招提寺史料１

第８冊平城宮木簡２図版・解説

第９冊日本美術院彫刻等修理記録Ｉ

第1 0 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅱ

第1 1 冊1 - 1 本美術院彫刻等修理記録Ⅲ

第1 2 冊藤原宮木簡１図版・解説

第1 3 冊１．１本美術院彫刻等修理記録Ⅳ

第1 4 冊日本美術院彫刻等修理記録Ｖ

第1 5 冊東大寺文緋目録第１巻

第1 6 冊Ｈ本美術院彫刻等修理記録Ⅵ

第1 7 冊平城宮木簡３脳１版・解説

第1 8 冊藤原宮木簡２図版・解説

第1 9 冊東大寺文了喋目録第２巻

第2 0 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅶ

第2 1 冊束大寺文餅Ⅱ録第３巻

第2 2 冊七大寺巡礼私記

第23冊東大寺文11 I : I 録第４巻

第2 4 冊東大寺文書目録第５巻

第2 5 冊平城宮出土塁書土器集成Ｉ

指定職

１

］

区分 行政職㈲行政職目 研究聯

６７

６７

Ｉ

Ｔ

Ｏ

頁

〕

刀

唖

呈

。

Ｗ

ｎ

ジ

ハ

ゴ

| 年度名称

5 8 2

7０

1983年度

1984年度

2２

２２

５

４

計6 , 7 9 3 1 0 , 6 3 2 3 , 0 8 2 2 , 6 8 2

Ｖ予算（1 9 8 3 年度）

460,

その他１，７４５２，１３１２５１１，０６２

6 4 8 １１，２２４

人件我

運営投

１ｆ業符理

一般研究

特別研究

発掘調査

宮跡整倫管理

飛鳥黄料館運営

埋蔵文化財センター運営

新庁舎維持櫛理等経蛮

施設災

施設整備炎

平城宮跡等聴備避

各所修繕饗

453, 378千円

629, 888

４，２３１

５５，３４８

１，６０２

397, 063

５３，２４３

４６，５５７

４２，００６

２９，８３８

330, 466

２５，１１８

305, 348

10, 985

1, 424, 717

1975

1976

1 9 7 7

1 9 7 8

1 9 7 9

ｉ1, 416

361_聖至

36123, 225

計1980

1981

1 9 8 2

2 , 0 8 7 ４８０７，６３５

Ⅵ施設

土地（当所所驚）2 7 , 3 7 5 , 2

本庁舎8 , 8 6 0 , 2 飛鳥資料館

飛鳥蛮料館宿舎1 , 3 4 3 , 2 郡山宿舎

（文化庁所管）1, 313 , 492 , 2

平城嘗跡地区1 , 0 3 7 , 6 7 0 mｚ

藤原宮跡地区2 7 0 , 7 8 1 ｍｚ

飛鳥稲測宮殿跡地5 , 0 4 1 , 2

建物（１）

17, 092ｍZ

８０，２

59噸展，J ミ室

倉Ｎｉ・

収蔵庫１２３４，９４５

研修陳，, 4, 61

奈良阿立文化財研究所年鞭１９８４

茶良国立文化財研究所史料

4 7 3

名

第１冊

第２冊

第３冊

第４冊

第５冊

第６冊

第７冊

第８冊

説

説

解

解

称年唆

区分

1978

1979

1 9 8 0

i j I ：務室

研究

盗料・

'又ＩｉｌＩ：事1,0211
Ⅱ

3 ６３６１１，０９３

車庫８４２００２０４９４

飛鳥資料館図録

鳶識詞調‘ ，削調；：

4９７

６

７

８

９

０

１

２

７

７

７

７

８

８

８

９

９

９

９

９

９

９

第１冊飛鳥白鳳の在銘金銅仏

第２冊飛烏白鳳の在銘金銅仏銘文箭

第３冊日本古代の蕊誌

第４冊Ｈ本古代の蕊誌銘文篇

第５冊古代の誕生仏

第６冊飛鳥時代の古戦一間松塚とその周辺一

第７冊１１本古代の嶋足

第８冊山田寺展

第９冊商松塚拾年



建物（２）

喰要文化財旧米谷家住宅 2 1 3 , 2

細 ' 1 宿舎 ( - ) ，（二） 1 5 3 , 2

瀧鳥盗料館慌舎 2 2 5 , 2

施設総計２３，８１６，２

主要工事

（１）施設整術避

飛烏藤原脚跡発掘洲f f 部遺物倉１１に新桝千l ‘ ｌ

工，侭５，１１８

条良国立文化財研究所覆屋改修工1 1 2

（建設省季任工覗） 2 0 , 0 0 0

( 2 ) 平城宮跡地等盤備斑

平城宮跡環境終W l i 工堺 3 , 9 0 0

〃〃Ｗ刑5 8 年度第１期- 1 t ，｣ ｆ3 5 , 0 0 0

〃〃

〃第11期_ じ4 ｣ : 1 1 8 , 0 0 0

〃〃

〃節Ⅲ1, 11: ' j l ：33, 000

平城宮南面大坑復原エツド9 5 , 0 0 0

平城宮跡地形調在工 ' Ⅲ： 1 , 9 3 0

( 3 ) 容所修繕

平城宮跡盗料館膿根堆装工小：5 , 9 5 0

Ⅶ人事異動

（1983年４ﾉ］１日～1984年３j j 31I 1）

4 ﾉ ］１「ｌ庶務祁公‘ 汁課災に外征

松本保と

庶務部庶務課稗務興災にj r l L 征

森川光治

山梨大学庶務課長に転任

三森武雄

東北大学文学部助教授に転恢

今泉降雄

文化l j 息文化財保謹部記念物課文化財調

錦 . < に ! | 蕨任加藤允彦

I K I 立三瓶11 i 年の家庶務課に転柾

津村広志

平城寓跡発掘洲秀部主任研光‘ 闇に転任

商瀬要一

庶務部庶務課長に配祇換

価' １１保炎

雌史研究窄災に配慨換

鬼頭清' Ⅲ

平城寓跡発掘洲在部考, I f 鮒二柵盗案に

配祇換１１１崎信二

藤原宮跡発掘調強部稽古輔二洲査塞に

配祇換立木修

理賊文化財センター研究指導部集落道

奈良I 副立文化財研究所婆項

跡研究空に配腫換上原英人

辞職

水寅忠雄

平城宮跡発掘洲在部史料洲張宗に孫、

橋本義則

寺崎保広

．' ｛務捕佐員( 飛鳥藤原寓跡発掘調査部）

に採川大曲洋子

７ﾉｌｌＩ１平城寓跡光掘淵森部１１佃J 1究‘ ｢ ( に外征

旭井伸雄

1 0 ﾉ ｊｌＩｌ埋恢文化財センター研究指導部発掘技

術研究塩長に昇征西村股

ｌｌｊｊｌＩ１庶務部庶務課庶務係災に外征

川部信頭

人阪入学溶接工学研究所共同利用掛奨

に転任藤原贋一二

１ｊｌｌｎ平城寓跡発掘調査部史料調在室に採用

館野和己

２ﾉｊ１Ｉ１Ｉ聯聯

藤川広幸

３１１１１１辞職

藤111千質技

３I j 3 1 日辞職

細井伸雄

Ⅶ組織規定

文部省組織令抜稚

昭和5 9年政令第1 2 7 号

昭和5 9年７月1「１余部改砿

節1 0 8条

２前項に定めるもののほか，文化庁に次の施設

螺機関を慨く°

剛立文化財研究所（前後略）

館1 1 4条I K I 立文化財研究所は，文化財に関する

調査研究，盗料の作成及びその公表を行う機関

とする。

２１１《|立文化財研究所には，支所をWmi くことがで

きる。

３１{ １立文化財研究所及びその支所の箭称，位i 侭

及び内部組織は，文部橋令で定める。

文部省設置法施行規則抜準

昭和28年l j j l 3 I l 文部噛令第２号

追加昭和43年６〃1511文部省令第20矛

昭和45年４月1711文部樹令第11号

昭和45年４月121 1文部省令第６号

昭和49年４月1111文部省令第10号

昭和5 0年４ハ２１] 文部橘令第1 3号

昭和5 1年５月1 0 1 1 文部宥令第1 6号

7１



奈良国立文化財研究所年報１９８４

昭和5 2 年４月1 8 日文部梢令第1 0 号

昭和5 3年４月５ｕ文部省令第1 9号

昭和53年９ﾉ j ９日文部省令第33号

昭和5 5年４月５日文部樹令第1 4号

昭和5 5年６月2 5日文部省令第2 3号

昭和58年10月１日文部省令第25号

昭和5 9年７月１日文部宥令第3 7号

第５素文化庁の施設等機関

第４節ＩＫＩ立文化財研究所

節1 1 6 条の９阿立文化財研究所の名称及び鯉位簡

は，次の表に掲げるとおりとする。

名称

東京国立文化財研究所

位侭

東京都台東区

奈良国立文化財研究所｜奈良県奈良市

第２款奈良国立文化財研究所

（所長）

鰯1 2 3条奈良I K l 立文化財研究所に，所長を侭く。

２所長は所務を掌理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良国立文化財研究所に’ 庶務部，建

造物研究室及び歴史研究室並びに平城宮跡発掘

調秀部及び飛鳥藤原宮跡発掘調査部を侭く。

２前項に定めるもののほか，奈良国立文化財研

究所に，飛鳥資料館及び埋賊文化財センターを

侭く。

（庶務部の分課及び事務）

第1 2 5 条庶務部に，次の二課を岡く。

一庶務課

二会計課

２庶務課においては，次の砺務をつかさどる○

一職員の人事に関する事務を処理すること○

二職域の福利厚生に関する覗務を処理するこ

と。

三公文普類の接受及び公印の管守その他庶務

に関すること。

四この研究所の所掌事務に関し，連絡調整す

ること。

五この研究所の所掌に係る遺椛及び遺物の保

全のための警備に関すること◎

六前各号に掲げるもののほか，他の所掌に属

しない蛎務を処理すること。

３会計課においては，次の亦務をつかさどる○

一予算に関する求務を処理すること○

二経費及び収入の決算その他会計に関する事

務を処理すること。

三行政財産及び物品の管理に関する了肺務を処

Ｉｎ２

理すること。

四庁舎及び設備の維持，管郵に関する事務を

処理すること。

五庁内の取締りに関すること。

（建造物研究室等の事務）

第1 2 7 条建造物研究室においては，建造物及び

伝統的建造物群に関する調査研究を行い，並び

にその結果の公表を行う。

２歴史研究室においては’ 考古及び史跡並びに

歴史資料に関する調査研究を行い，並びにその

結果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び事務）

第1 2 8 条平城宮跡発掘調査部に’ 考古第一調査

裳，考古第二調査室，考古第三調査室，遺椛調

査室，計測修景調査室及び史料調査室を置く。

２前項の各室においては’ 平城宮跡に関し，次

項から第六項までに定める事務を処理するほか

その発掘を行う。

３考古第一調査室，考古第二調査室及び考古第

三調査室においては，別に定めるところにより

分担して，遺物（木簡を除く）の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

４遺構調査室においては，遺椛の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

５計測修景調査室においては，遺構の計測及び

修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

６史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥藤原宮跡発掘調査部の四室及び事務）

第1 2 9 条飛鳥藤原宮跡発掘調査部に’ 考古第一

調査室，考古第二調査室，遺職調査室及び史料

調査室を極く。

２前項の各室においては’ 藤原宮跡及び飛鳥地

域における宮跡その他の遺跡に関し’ 次項から

第五項までに定める事務を処理するほか’ その

発掘を行う。

３考古第一調査室及び考古第二調査室において

は，別に定めるところにより分担して，遺物

（木簡を除く）の保存整理及び調査研究並びに

これらの結果の公表を行う。

４遺構調査窒においては’ 遺椛の保存整理及び

調査研究，遺構の計測及び修景並びにこれらに

関する調査研究並びにこれらの結果の公表を行

う｡



５史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調在研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥資料館）

第' 3 0 条飛鳥盗料館においては，飛鳥地域の歴

史的意義及び文化財に関し，国民の理解を深め

るため’ この地域に関する考古盗料，歴史資料

その他の資料を収集し，保椅して公衆の側覧に

供し，あわせてこれらに関する洲在研究及び‘ , ７

業を行う。

（飛鳥蛮料館の館長）

節1 3 1 条飛鳥資料館に，館長を, i f i く。

２館長は，館務を掌理する。

（飛鳥資料館の二空及び１１: 務）

第1 3 2 条飛鳥盗料館に，庶務霊及び学芸塩を慨

く。

２庶務室においては，飛鳥費料館の庶務，会計

等に関する事務を処理する。

３学芸室においては，次の覗務をつかさどる。

一飛鳥地域に関する考古盗料，雌史盗料，建

造物，絵nl i i ，彫刻，典籍，、i I r 文11ドその他の盗

料の収集，保篠展示，棋写，模造，写真の

作成，調査研究及び解説を行うこと。

二飛鳥地域に関する図群，写典その他の盗料

の収集，狼理，保徹: ，展示，側随及びI 淵禿研

究を行うこと。

三飛鳥盗料館の１１: 業に関する出版物の編集及

び刊行並びに杵及宣伝を行うこと。

（埋蔵文化財センター）

節1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては，次の

那務をつかさどる。

一埋蔵文化財に関し，調査研究及びその結果

の公表を行うこと。

二埋蔵文化財の調査及び保存盤即に関し，地

方公共剛体の埋蔵文化財調盃関係職興その他

の関係者に対して，．岬U的，技術的な研修を

行うこと。

三埋蔵文化財の洲在及び保存盤皿に関し，地

方公共団体の機関その他関係の機関及びN , 休

等の求めに応じ，専門的，技術的な指導及び

助言を行うこと。

奈良同立文化財･ 研究所要項

四埋蔵文化財に関する情報盗料の作成，収集，

擬蝿，保梼及び調秀研究を行い，並びに地方

公共剛体の機関その他関係の機関及び団体篠

の求めに応じ，その利川に供すること。

（埋蔵文化財センターの長）

第1 3 4条埋蔵文化センターに長をi i f i く。

２前項の便は，埋蔵文化財センターの瓶務を掌

州する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

第1 3 5 条埋賊文化財センターに，教務室，研究

指導部及び怖報資料室をi 撒く。

（教務宗の禰務）

鰯1 3 6 条教務裳においては，研修の爽施に関す

る1 Ｉ務を処恥するほか，埋蔵文化財センターの

庶務に関するｿ ；務をつかさどる。

（研究指導部の六室及び班務）

第1 3 7条研究指導部に，考古計I I l l i 研究裳，集落

遺跡研究宗，発掘技術研究室，遺物処理研究察，

測吐研究拳及び保存工学研究察を| 撒く。

２考古計I I I I i 研究塩においては，鰯1 3 3条第１号

から節３号までに掲げる．＃f 務（他の宝の所掌に

脳するものを除く）をつかさどる。

３集落遺跡研究室においては，集落遺跡に関し，

第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務

（遺物処理研究率，測鹸研究篭及び保存_ に学研

究雫の所掌に脳するものを除く）をつかさどる。

４発掘技術研究龍においては，遺跡の発掘技術

に関し，第1 3 3 条１号から鋪３号までに掲げる

．’ I i : 勝をつかさどる。

５遺物処理研究案においては，遺物の処理に関

し，第1 3 3 条節１号から第３号までに掲げるツネ

勝をつかさどる。

６測通研究裳においては，埋蔵文化財の測最に

関し，鋪1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる

１f 務をつかさどる。

７保存工学研究篭においては，遺跡の保存整備

に関し，第1 3 3 条節１号から第３リまでに掲げ

る瓶務をつかさどる。

（情報資料宗の．．！；務）

鰯1 3 8 条梢搬盗料室においては，節1 3 3 条輔４

ﾘ ｊｰ に掲げる那務をつかさどる。

１，８
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林勝彦

小林雅文

前川飯ｊＬ

菊本洋子

橋元敬ｆ

新井耕治

浅井正彦

中西述夫

垣内きよえ

水川李子

渡辺M§ 史
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川越俊一

加藤催

立木催

愁原正明

安田髄太郎

詩原正明

田辺征夫

川越俊一

安田池太郎

西田健室

飯田イ識）

大西洋子

稲垣荊睡

望月正淵

宮川伴子

泉雄二

滝本正志

納弁守幸

高野学

坪井祇足

日商参夫

松本正典

飯、億列

米田一二三

吉村義徳｜

大谷照子｜

乾鋸雄 ’

藤本諭｜

福井敏子

官職

|文繍…“

文部技官( 1 ) ｆ任）

文部技官（併畑

文部技官（併任）

文部技宮（併任）

文部堺務腐り嚇総桶僻例

文部技官（併倒

雛…ｌ

文部技官（併佃

難鵬Ｉ

塞援

( 併任）

( 併任）

主任研究官

主侭研究官

主伍研究官

主征研究宮

ﾘ 嚇総桶僻的

( 併 鋤

文部技官

文部技宵

文部技官

文部技宮

部技官

部技官

部技官

部技常

部堺務腐

部技官

総補佐貝

能補佐貝

能補､佐典技

担当

古

古

古

築

典

古

古

古

古

築

古

古

老

考

考

建

写

考

考

考

考

建

考

考

聯務

那務

幽銅i j i i 蝋

蕃術

施殺

事務

保守

蕃術

庁務


